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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長

寿
医
療
制
度
）
の
保
険
証
を
７

月
下
旬
に
対
象
と
な
る
方
へ
発

送
し
ま
す
。

　保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

住
所
、
氏
名
、
自
己
負
担
割
合

な
ど
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
８
月
１
日
か
ら
は

こ
の
新
し
い
保
険
証
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　古
い
保
険
証
は
、
郵
送
な
ど

で
返
還
し
て
い
た
だ
く
か
、
ご

自
身
で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
保
険
証
は
、
黄
色
か

ら
桃
色
に
変
更
に
な
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課

　医
療
給
付
係

　内
線
５
５
２
６

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
証
の
発
送

福
祉
医
療
受
給
者
証
の

発
送
（
子
ど
も
医
療
を
除
く
）

　

福
祉
医
療
受
給
者
証
（
子
ど

も
医
療
を
除
く
）
を
７
月
下
旬

に
対
象
と
な
る
方
へ
発
送
し
ま

す
。
８
月
１
日
か
ら
は
、
こ
の

新
し
い
受
給
者
証
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　古
い
受
給
者
証
は
、
ご
自
身

で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

※
福
祉
医
療
受
給
者
の
方
が
、

医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
と

き
や
薬
局
に
処
方
箋
を
提
出

す
る
時
な
ど
に
は
、
必
ず
受

給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　そ
の
都
度
提
示
い
た
だ
か
な

い
と
、
市
役
所
窓
口
で
手
続

き
が
必
要
に
な
る
ほ
か
、
状

況
に
よ
っ
て
は
福
祉
医
療
費

の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課

　

　医
療
給
付
係

　内
線
５
５
２
６
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国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
発
送

　国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に

対
象
と
な
る
方
へ
発
送
し
ま
す

　８
月
１
日
か
ら
は
、
こ
の
新

し
い
受
給
者
証
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　古
い
受
給
者
証
は
、
ご
自
身

で
裁
断
す
る
な
ど
し
て
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

　医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
と

き
は
、
窓
口
で
国
保
の
被
保
険

者
証
と
と
も
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
２２
年
度
の
住
民
税
課
税

　所
得（
平
成
２１
年
中
の
所
得
）

　な
ど
に
よ
り
、
自
己
負
担
割

合
が
決
ま
り
、
１
割
ま
た
は

３
割
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

７０
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）

か
ら
７５
歳
の
誕
生
日
前
日
ま

で
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
を

除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ

　保
健
課

　国
保
係

　内
線
５
５
２
３

国
民
健
康
保
険
で

８
月
入
院
予
定
の
方
へ

　現
行
の
限
度
額
適
用
認
定
証

や
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
は

７
月
末
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま

す
。
８
月
以
降
に
入
院
予
定
が

あ
り
、
引
き
続
き
認
定
証
を
必

要
と
さ
れ
る
方
は
再
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　申
請
月
の
初
日
か
ら
有
効
に

な
り
ま
す
。
あ
わ
て
ず
に
病
院

と
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
方

○
原
則
と
し
て
国
民
健
康
保
険

税
に
未
納
が
な
い
こ
と

○
７０
～
７４
歳
の
方
は
さ
ら
に
、

世
帯
主
と
世
帯
内
の
国
民
健

康
保
険
加
入
者
全
員
が
、
市

民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

▼
申
請
方
法

　

　国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
証

と
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
市

役
所
保
健
課
、
各
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
、
り
ん
ご
庁
舎
市

民
証
明
コ
ー
ナ
ー
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
切
れ
の
認
定
証
は
、
返

還
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課

　国
保
係

　内
線
５
４
４
１

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
改
定

　国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
で

も
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る

よ
う
に
普
段
か
ら
お
金
を
出
し

合
っ
て
お
互
い
を
支
え
あ
う
制

度
で
す
。

　こ
の
国
民
健
康
保
険
制
度
を

運
営
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
に

納
め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保

険
税
（
国
保
税
）
が
活
用
さ
れ

加
入
者
の
医
療
費
の
支
払
い
や

後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護
給

付
金
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
国
保
税
の
決
め
方

○
飯
田
市
の
国
保
加
入
者
の
医

療
費
の
総
額
か
ら
、
皆
さ
ん

が
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部

負
担
金
と
国
や
市
な
ど
か
ら

の
補
助
金
を
差
し
引
い
た
分

が
、
国
保
税
の
総
額
と
な
り

ま
す
。

○
そ
の
国
保
税
総
額
を
、
加
入

者
の
所
得
・
資
産
・
人
数
・

世
帯
数
な
ど
で
割
り
戻
し
て

決
め
ま
す
。

○
平
成
２２
年
度
の
税
率
は
、
市

議
会
第
２
回
定
例
会
で
議
決

さ
れ
、
下
表
の
と
お
り
に
決

定
し
ま
し
た
。

▼
改
定
内
容

○
医
療
分
の
所
得
割
を
０
・
９

％
、
均
等
割
を
３
０
０
円
引

き
上
げ
ま
し
た
。

○
合
併
に
伴
い
不
均
一
課
税
を

行
っ
て
い
た
上
村
、
南
信
濃

の
世
帯
は
、
今
回
の
改
定
で

均
一
の
税
率
と
し
ま
し
た
。

○
賦
課
限
度
額
の
医
療
分
は
、

４７
万
円
か
ら
５０
万
円
、
支
援

金
分
は
１２
万
円
か
ら
１３
万
円

に
改
定
し
、
介
護
分
は
据
え

置
き
と
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　保
健
課

　国
保
係

内
線
５
４
４
１
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　市
で
は
、
保
育
料
徴
収
基
準

額
に
つ
い
て
、
平
成
２１
年
度
ま

で
大
幅
な
保
育
料
軽
減
措
置
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
２２

年
度
に
お
い
て
も
、
保
育
料
の

軽
減
措
置
を
継
続
し
ま
す
。

　従
っ
て
、
今
回
の
決
定
に
よ

る
保
育
料
徴
収
基
準
額
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　実
際
に
お
支
払
い
い
た
だ
く

保
育
料
に
つ
い
て
は
、
所
得
な

ど
家
庭
の
状
況
に
よ
り
異
な
り

ま
す
が
４
月
か
ら
６
月
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
暫
定
保
育
料
と

今
回
決
定
し
た
保
育
料
に
差
額

が
発
生
し
た
場
合
は
、
７
月
以

降
の
保
育
料
で
調
整
し
ま
す
。

　

保
育
所
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
か
ら
の
保
育
料
と
、
国
・
県
・

市
の
負
担
金
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　保
育
所
の
運
営
に
必
要
な
経

費
の
一
部
を
ご
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
お
子
さ
ま
の
よ

り
よ
い
保
育
環
境
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　保
育
係

　内
線
５
３
４
４

　今
年
度
の
成
人
式
も
、
地
区

単
位
ま
た
は
中
学
校
単
位
で
の

の
開
催
を
基
本
と
し
、
よ
り
多

く
の
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
参
加

い
た
だ
け
る
よ
う
に
「
成
人
の

日
」
前
日
の
平
成
２３
年
１
月
９

日
㈰
に
行
い
ま
す
。

▼
対
象

　

　平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成

　３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

　市
内
の
小
・
中
学
校
い
ず
れ

　か
を
卒
業
し
た
方
と
現
在
市

　内
に
お
住
ま
い
の
方

▼
成
人
式
実
行
委
員
募
集

　成
人
式
を
一
緒
に
作
り
あ
げ

　て
み
た
い
と
い
う
方
を
募
集

　し
て
い
ま
す
。
２０
歳
の
記
念

　に
、
思
い
出
に
残
る
活
動
を

　し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご

　応
募
く
だ
さ
い
。

※
成
人
式
の
内
容
、
実
行
委
員

の
募
集
な
ど
の
詳
細
は
、
居

住
（
出
身
）
地
区
の
公
民
館

へ
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
市
公
民
館

０
２
６
５（
２
２
）１
１
３
２

iccc01@
city.iida.nagano.jp

成
人
式
は

来
年
１
月
９
日
に
開
催

　

ス
ズ
メ
や
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
爆
音
器
を
使
用
す
る
場

合
に
は
、
騒
音
防
止
の
観
点
か

ら
、
次
の
と
お
り
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
使
用
上
の
注
意

○
住
居
に
近
い
場
所
で
使
用
し

な
い
。

○
早
朝
、
夜
間
に
使
用
し
な
い

▼
問
い
合
わ
せ

　農
業
課

　生
産
振
興
係

　内
線
４
８
１
２

爆
音
器
に
よ
る

騒
音
の
防
止
に
つ
い
て

保
育
料
の
決
定
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　い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
期

間
中
は
、
市
民
バ
ス
と
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
特
別
運
行
を
行
い
ま

す
。　ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
特
別
運
行
期
間

　８
月
５
日
㈭
～
８
日
㈰

▼
フ
ェ
ス
タ
特
別
運
行

フ
ェ
ス
タ
期
間
中
、
フ
ェ
ス

タ
ワ
ッ
ペ
ン
を
着
用
の
方

は
、
全
区
間
を
特
別
運
賃
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

○
中
学
生
以
上

　１
０
０
円

道
の
日
フ
ェ
ス
タ

ｉｎ
信
州
平
谷

　８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」で
す
。
８
月
１０
日
㈫
の「
道

の
日
」
に
合
わ
せ
、
道
路
の
意

義
、
重
要
性
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
普
及
啓
発
事
業
「
道
の

日
フ
ェ
ス
タ
in
信
州
平
谷
」
を

開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日

　

　８
月
７
日
㈯
～
８
月
９
日
㈪

　午
前
１０
時
～

▼
場
所

　道
の
駅

　信
州
平
谷

（
下
伊
那
郡
平
谷
村
２
５
２

バ
ス
に
乗
っ
て
人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
に
行
こ
う

国
道
１
５
３
号
沿
い
）

▼
内
容

○
道
路
愛
護
功
労
者
表
彰
式

　

　８
月
９
日
㈪

○
道
路
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

　８
月
９
日
㈪

○
飯
田
・
下
伊
那
の
道
の
駅
４

　駅
（
遠
山
郷
、
信
州
平
谷
、

信
濃
路
下
條
、
信
州
新
野
千

石
平
）
に
よ
る
物
産
展

　８
月
７
日
㈯
～
９
日
㈪

○
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　８
月
７
日
㈯
～
９
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

　建
設
管
理
課

　管
理
係

　内
線
２
７
３
１

○
小
学
生

　
　
　
　
　５０
円

○
小
学
生
未
満

　
　
　無
料

▼
運
行
ダ
イ
ヤ

フ
ェ
ス
タ
期
間
中
の
次
の
路

線
は
、
平
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行

し
ま
す
。

▼
特
別
運
行
路
線

○
市
民
バ
ス

循
環
線
、
大
休
線
、
千
代
線

久
堅
線
、
三
穂
線

○
乗
合
タ
ク
シ
ー

　切
石
線
、
丸
山
線
、
三
穂
線

　竜
東
線
、
川
路
線

▼
問
い
合
わ
せ

　企
画
課

　内
線
２
２
２
６
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８
月
７
日
㈯
は
飯
田
り
ん
ご

ん
の
交
通
規
制
に
よ
る
路
線
バ

ス
の
経
路
変
更
の
た
め
、
一
部

バ
ス
停
を
休
止
し
ま
す
。

▼
休
止
す
る
バ
ス
停

　

　下
表
の
と
お
り

※
臨
時
の
バ
ス
停
を
設
置
し
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　企
画
課

　内
線
２
２
２
６

　信
南
交
通
㈱

０
２
６
５（
２
４
）０
０
０
５

飯
田
り
ん
ご
ん
に
よ
る

バ
ス
停
の
一
部
休
止

休止するバス停一覧

区　　分 路　　線 発　　時　　刻 閉鎖停留所 臨時停留所

中央通り３丁目、中央通り１丁目

県合同庁舎前、知久町１丁目

伝馬町１丁目

動物園前、県合同庁舎前
中央通り３丁目、中央通り１丁目

中央通り３丁目、中央通り１丁目

伝馬町１丁目、動物園前

県合同庁舎前

中央通り３丁目、中央広場

中央通り３丁目、中央広場

中央通り３丁目、中央広場

中央広場、中央通り３丁目

中央通り３丁目、中央広場

伝馬町１丁目、知久町１丁目
知久町３丁目、飯田病院前

中央通り３丁目、中央通り１丁目
伝馬町１丁目

中央広場、知久町１丁目
知久町３丁目、飯田病院前

中央通り３丁目、中央広場

市民バス
【平日ダイヤ】

路線バス

循環線

循環線

（左回り）

（右回り）

三穂線

千代線

久堅線

駒場線

（市立病院経由）

阿島循環線
（左回り）

阿島循環線
（右回り）

遠山郷線

飯田病院発 ９：５８より

飯田病院発 １９：５８まで

飯田病院発 ９：２８

飯田病院発 １０：２８より

飯田病院発 １６：２８まで

飯田駅前発 １７：５０

飯田駅前発 １８：００

飯田駅前発 １７：００

曽山入口発 ９：２０

飯田駅前発

１２：４０、１６：４５

飯田病院前発 ９：３３

飯田病院前発 １２：１８

かぐらの湯発 １５：５５

飯田駅前発 １８：００

通り町・阿波屋こんにゃく店横

吾妻町・中部電力前

通り町・飯田証券前

吾妻町・中部電力前

通り町・飯田証券前

通り町・阿波屋こんにゃく店横
主税町・アストロボール横

通り町・阿波屋こんにゃく店横
主税町・アストロボール横

通り町・阿波屋こんにゃく店横
主税町・アストロボール横

主税町・オキナヤ横
通り町・飯田証券前

通り町・阿波屋こんにゃく店横
主税町・アストロボール横

吾妻町・中部電力前

吾妻町・中部電力前

主税町・オキナヤ横
通り町・飯田証券前

通り町・阿波屋こんにゃく店横
主税町・アストロボール横
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　親
の
目
線
で
地
域
の
子
育
ち

子
育
て
環
境
を
よ
り
よ
く
す
る

た
め
、
と
も
に
学
び
な
が
ら
次

の
よ
う
な
活
動
を
し
ま
す
。

▼
内
容

○
子
育
ち
子
育
て
支
援
の
た
め

の
実
践
活
動

○
子
育
ち
子
育
て
応
援
情
報
発

信
活
動

○
子
育
ち
子
育
て
環
境
整
備
の

た
め
の
提
案
活
動

　な
ど

▼
対
象

　

市
内
在
住
で
子
育
ち
子
育
て

支
援
に
関
心
の
あ
る
方

※
現
に
子
育
ち
子
育
て
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
や
１８
歳

未
満
の
子
ど
も
の
い
る
方
を

優
先
し
ま
す
。

▼
活
動
期
間

　８
月
後
半
か
ら

　平
成
２３
年
３
月
末
ま
で

▼
募
集
人
数

　１０
人
程
度

▼
申
込
方
法

　

　履
歴
書
を
子
育
て
支
援
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
子
育
て

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
面
接

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
出
席
時
間
に
応
じ
謝
礼
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り

　８
月
９
日
㈪
午
後
５
時
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
︱
０
０
４
４

　本
町
１
︱
１５

　り
ん
ご
庁
舎

　子
育
て
支
援
課

　内
線
５
３
２
４

　飯
田
・
下
伊
那
の
地
域
史
研

究
に
お
け
る
優
れ
た
作
品
を
発

掘
す
る
た
め
﹁
第
７
回
飯
田
歴

研
賞
﹂
の
候
補
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

　皆
さ
ん
の
推
薦
に
よ
り
候
補

作
品
を
選
出
し
、
審
査
後
に
受

賞
作
品
が
決
定
し
ま
す
。

　自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　ぜ
ひ
作
品
の
ご
応
募
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
対
象
作
品

　

　平
成
２１
年
度
（
平
成
２１
年
４

月
～
平
成
２２
年
３
月
）
に
刊

行
、
発
表
さ
れ
た
著
書
ま
た

は
論
文（
自
費
出
版
を
含
む
）

▼
応
募
方
法

　推
薦
作
品
を
歴

史
研
究
所
ま
で
持
参
す
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り

　７
月
３１
日
㈯

▼
審
査
・
表
彰

　

　歴
史
研
究
所
で
審
査
を
行
い

平
成
２２
年
度
の
研
究
集
会

（
８
月
２１
日
・
２２
日
）で
優
秀

作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
︱
０
０
０
２

　上
郷
飯
沼
３
１
４
５

　歴
史
研
究
所

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０ 

第
７
回
飯
田
歴
研
賞

２
０
１
０
候
補
作
品
募
集

飯田市環境技術開発センター入居者募集飯田市環境技術開発センター入居者募集
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　子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
に

興
味
の
あ
る
方
の
講
座
で
す
。

　講
師
の
先
生
の
話
を
聞
い
た

り
、
仲
間
と
語
り
合
う
な
か
で

自
分
や
地
域
の
子
育
て
を
見
つ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
・
内
容
・
場
所
な
ど

　下
表

※
希
望
す
る
回
に
ご
参
加
く
だ

　さ
い
。（
複
数
回
の
受
講
可
）

※
託
児
が
必
要
な
方
は
申
し
込

　み
の
際
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
受
講
料

　無
料

※
材
料
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

　は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　希
望
す
る
講
座

と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、（
所
属
団
体
）
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　８
月
６
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　地
育
力
向
上
係

　内
線
３
５
７
９

み
ん
な
で
子
育
て

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座

※第３回については、同じ内容で２回行いますので、参加する時間をお申込ください。
※第５回の駐車場については、鼎中学校校庭もご利用ください。申し込みは、地育力どっとネット（http://chiikuryoku.net/）や  ０２６５（２２）７９６９でもできます。
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　長
野
県
飯
田
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
、
最
近
の
消
費
者
問

題
や
消
費
生
活
の
知
識
の
習
得

を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　７
月
３０
日
㈮

　午
後
１
時
３０
分
～

　午
後
３
時
３０
分

▼
会
場

　

　飯
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　２
階

　大
会
議
室

▼
演
題

　知
っ
て
お
こ
う
契
約
の
知
識

▼
講
師

　
　

　北
原
慎
司
弁
護
士

▼
問
い
合
わ
せ

　飯
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー

　交
通
事
故
に
関
す
る
こ
と
で

お
困
り
の
方
に
、
専
門
の
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

▼
相
談
事
例

○
損
害
賠
償
の
請
求
は
ど
の
よ

　う
に
す
れ
ば
い
い
で
す
か

○
過
失
割
合
や
賠
償
額
は
ど
の

　よ
う
に
決
ま
る
の
で
す
か

○
示
談
は
、
ど
う
や
っ
て
進
め

　れ
ば
よ
い
の
で
す
か

○
治
療
に
か
か
る
費
用
を
、
労

　災
保
険
や
社
会
保
険
で
利
用

　で
き
ま
す
か

▼
相
談
日

　

　月
曜
日
～
金
曜
日

　（
祝
日
を
除
く
）

▼
相
談
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
問
い
合
わ
せ

　交
通
相
談
所

　飯
田
支
所

　（
下
伊
那
地
方
事
務
所
内
）

０
２
６
５（
５
３
）０
４
２
９

交
通
事
故
に
関
す
る

相
談

講演会 不況に負けない“すごい会社”不況に負けない“すごい会社”不況に負けない“すごい会社”

日　時

講　師

場　所

参加費 定　員

申込方法

申し込み・問い合わせ

８月２４日（火） 飯伊地域地場産業振興センター

２階研修室午後２時００分～４時００分

中里 良一 さん
（有限会社 中里スプリング製作所 代表取締役）

町工場だからできる楽しいものづくりを

するための発想法を提案しつつ、

社員に夢を持ってもらえるよう、様々

な社内改革を実施している。「日本一

楽しい会社」として注目を集める。

電話にてお申し込みください。
なお、定員になり次第締め切らせていただきます。

８０人

電話でお申し込みください。
なお、定員になり次第締め切らせていただきます。

無料 ８０人

プロフィール

産業経済部　金融政策室
（内線４６５０または   ５９-７１６１）

地域でがんばる企業、金融機関、経済関係団体と行政が連携・協調し、地域経済活性化に向けた取り組み
を進めていく必要があります。ともに考える機会として本講演会を開催します。

なかざと りょういち

　

飯
田
市
出
身
で
ス
ポ
ー
ツ
写

真
カ
メ
ラ
マ
ン
の
水
谷
章
人
さ

ん
に
写
真
の
撮
り
方
を
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　実
際
に
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
プ

リ
ン
ト
ま
で
体
験
し
ま
す
。
み

ん
な
で
写
真
の
面
白
さ
を
体
感

し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　８
月
１０
日
㈫

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時
３０
分

▼
場
所

　

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
対
象

　小
中
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）

▼
定
員

　１０
組
（
抽
選
）

▼
参
加
料

　１
組
５
０
０
円

▼
持
ち
物

　ノ
ー
ト
、
筆
記
用

具
、
弁
当
、
水
筒

※
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
は
貸
し
出

し
ま
す

▼
申
込
方
法

　往
復
は
が
き
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　

　７
月
３１
日
㈯
（
消
印
有
効
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　〒
３
９
５
―
０
０
３
４

　追
手
町
２
―
６
５
５
―
７

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

子
ど
も
写
真
学
校
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